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太陽の賢き　さ
　　　　　　　　　　　　　緒
ひε口に「太陽0）大きさ」ミ言っても
雷
縣　本　一一　清
　　　　　　　　　　　　　　　　　．；せんさくすれば種々の意味があ獄，太
陽の直径幾何εいふJSも大きさの事であり・表面積や野積なεも亦それぞれ
の大きさには違ひない。しかし．今こsでは、もの」腰序ミして．1先づ最初に
地球上から仰ぎ見九まxの太陽球の直径から説き起し．ついで、大きさに關す
る総ての論に移るこ：三xする。一一一太陽に關する総ての間題の前に．そもそも
「太陽の大きさ如何」を一彊り緋へるこiは絶甥巳に必要な順序である⊂1
弐昔しの鯉測
　可なり昔の話であるが、紀元前二百五十年頃のギリシャに居たアリスタルコ
（Arig，　tarchiis）が．其の著書「日月の大きさε距離について」の中に「太陽の覗直
径は一黄油壷の十五分の一である」ミいふひ三を書き残してみる。黄道は郎ち
太陽や各遊星が蓮行ずる天球上の一大圓であって、ギリシャ時代か幽晦の黄
道を十二等分し．塗れを黄道十二宮（Twd、℃Signg．　．o童出e　Zodiac）書呼んだ。
十二宮εは帥ち白羊宮、金牛宮、双子宮等の名で呼ばれるもので．本誌暦表欄
の毎月の遊星界の圓に其の位置や順番が叢かれてある。一…この黄道十ご宮の
一つは卸ち三百六十度の十二分の一であるから、角度で30度の長さである。故
に曲れを15嘉すれば、アリスタルコの記録に詣る太陽の覗直面は2度減なる。此
れを其のまゾ記録だ．に言って濟まして了へば其れまでs’あるが、實は何だか
醗繍醐・．後にも謝如く太陽の早臥は凡・静であ・・しかも之
れが近年の観測によってのみ個明して來たものではなくて、可なり背しから大
溝隠蕪精製聴競灘磯｝簑繰羅灘㌫1
断が奪還るのである。それをアサスタノレコほ3の學者が見誤る筈は無い。…・・一
アリスタルコは當時の大墨者でありs殊に大天文學者であった。彼れはアリス
テイルスやテモカリスミ前後して、観則天文學を開き、日月の距離や恒星の終
緯度を精密観測した學界の先冤者であり、叉、時代の逆流に挿しながら盛んに
地動設を唱へた一異才であったミ傳へられてるる。此の人が。太陽の硯直径ε
いふ如き比較的糊測し易いものを、全く桁蓮ひに誤って一つたミはtさうして
も考へられない。それで後代の人々は、アリスタルコの我した記録εして傳へ
られてるる「一黄道宮の15分の一」なる言葉は、實は「5｛｝分の一．にいふのが誤り
傳へられてるるのではあるまいかε考へるに稟つた。なるほε
興． 太陽の大きさ（山本）
　　　　　　　　　　　　　　・・×誌一齢
であるから．太陽の親直径を36ノε見るこミは．當時の襯領家ミしては無理ミ
は言へない。
　しかし．こ凝に又興味あるこミは、シチリアの物理學者書して有名なアルキ
メデス砧rch｛medes）カミ其の若書「砂の計算」（IYct［」．ll・してこσ）の申に．
　」一アリスタルコは太陽の親直径が園周の720分の一・であるこ冗を獲見しナこ」
ミ書いてみるこεである。アルキメデスはアリスタルコよりも凡そ三十年の後
輩であって．直接師弟の關係は無かったように思はれるが、Σにかく減り時代
が離れてはみないから、此のアルキメデスの獲しナこ記録も決して二親すべから
ざるも0）である。もし此の記事が確かである：三、太陽の硯直径は
　　　　　　　　　　　　　　3宙×⊥＿一1．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　720　　　　　　2
Σなって、アリスタルコの観測は實に見事な威民であるεしなければならな
い。
　しかるに．歴史家は叉：更に興味深い一つの説を傳へてるる。蜘ち．アリスタ
ルコより三百年以前のター・一レス（Thaleのなる哲万民が．太陽の視直痙を既に、
「一圓周の720分の一である」ξ言つナこε傳へられてるるこミである。S7　’一レス
はギリシアの画論の元租であって、且つ．非常に博學な人であっナこから．直感
　　　　　　　　　　　ロ此の傳説の通りの観測をやつナこのかも知れないが、しかし叉、自分が考へるに
此のターレスのやうに奪εまれナこ昔の義者は、ミかく、宗教的な潜血心を以っ
て総ての大眞理を一皆皆嚢見又は畿明しナこεいふ風に傅へられ易い傾きが、東
洋にも西洋にもある。だから輕々に」比の傳説をイ言じるこεは出來ない。
　此の問題については、倫一つの面白い嘉し話がある。そは．ターレスよりも
…・逕N以上の昔に遡つナこバビロニア入が、［1月の萬浸する場合の観渕から、此
等の天応は．幅口の酒浸に．上端から下端まで（即ち親直径）が費す時間は一時
分の30分の一であるこ　xS　te知ってみたミの言ひ傳：へである。但し．臨時のバビ
ロニアの一時間は．一日を十二分しナこものであって、郎ち今の吾入の二時間に
相絶するのだε主張すゐ人々があるから、若しさうだミするミ、此の観測から
太陽の覗直脛は
　　　　　　　　　　　　　3600×ユー×一1＿1・
　　　　　　　　　　　　　　　　12　3e
　郎ち凡そ一度εなる。しかし、自分は此の計算に多少の疑問を置くものであ
る。何ごなれば、バビロニア入が當時一日を十二分して一・時間こしてみたか．
叉は一日を二十四分して一読間εしてみたかは．まだ未決の問題である。観護
日月火水木金土の所調一週七日の制度をバビロニア人が獲見しナここεから考へ
て見ても、當時の一時間は叢間の12分の一又は夜間の12分の一であったので無
いかミ思はれる節もある。今重りにバビロニア人の一時間が一口の二十四分の
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　一の穐度であるεするならば．上の計箕を改めて．太陽の視直径は
　　　　　　　　　　　　　　360．〉〈124〉〈誌一葦
　εなる。一一實際、乱入が翠に肉眼で口出や口浸の時間を測って見ても．大更
　に於いて、其れが二分時間織りのものであるこεは可なり容易に知り得るこε
　であって．大した熟練無しにも、此の時間が四分乃至五分も費えるεいふ風の
　観測は起らない：三思ふ・
　　して見るεター’一一レスεいひ、叉．其れよりもすつε大昔しのバビPニァ人が
　既に送塵重正礁に近い太陽の税直樫を知ってゐナこ一一しかも其れを．田mi浸
　の時間観1期ξいったやうな：氣のきいナこ槻測法によって知つナこミεいふこεを感
　心せざるを得ない。
　　自分は、ひ養＝か嬉思ふに、ターレスはむ．レろ此のバビロaア入が麗し測定し
　て得ナこ智識を彼の地で教はつて、其れをギリシアで受け費りしたものでない
　か。遊學此の問題以外にも、ターレスεいふ入は．多くの事をバビロンやエヂ
　プト中に（主こしてバビロンから）．教はつて継て、其れをギリシャに紹介しナこ
　こεがある人なのだから。
　　ξにかく．アリスタルコ以前にあるこうした傳読から考へて見るミ、アリス
　タルコ自身は太陽の親直径を正しく知ってみたものミ考へて好いやうである。
ヒ：パルゴス8．＆」トし三一へ
　アリスタルコに次いで．ギリシャの天文學者中に、太陽の視直径を測った人
はヒパルコス（HiPparchUs）である。彼れは太陽の視直脛を全為事の650分の一
だざ測つナこ。則ち、
　　　　　　　　　　　　36ぴ×翫33114・
　それから叉．クレオメデス（Creomedes）ミいふ學者は、岡じ頃、此の太陽の
硯直狸を全圓周の750分0）・一一一・：）’n測ったミも傳へられてるろ。それは卿ち．
　　　　　　　　　　　　　　36t）O　×7－g－ci＝29．　’
ミなる。
　ギリシャ天文學の完成者は郎ちトレミー（Ptolemy）である。此のbレミーは
天動説の大立者であって．太陽は地球の周園をめぐるミ固く信じてみた入であ
るが、同時に此の人は、離心圓（Exce■tric）｝il・ile道の主張者であった。邸ち太陽
の軌道は圓形であるが．其の中心は地球から少しく外れた所にあるε考へてる
た。故に．此の理論から推せば太陽ミ地球εの距離は．一年中、一定不嗜では
なく、可なり壌減がある筈である。實際、此の距離の攣動に癒じて、太陽の睨
直径は攣る電トレE一・は考へ一’〔ゐナこつ師ち
　　　　　　　　　近地黒1！iでほ　　太陽の望潮痙＝35！　　20！’
　　　　　　　　　旧地票占で［工　　同　　　　　　　31，　　20ワ
響．．一．．．一一一．．．．．．　t．．皿、．．．…一太．．．曝．の木．．き　3（山本）．．一　　一．一．一．．、一．．t－tt一．
故に、此の差は4’ミなる。此れから計算するε．地球が太陽の圓形軌道の中心
から外れてみる分量は
　　　　　　　　　　　吉×4t×35’，。〃旱31・，。〃一鳶
此の蜘率は湘鍬が畑てる・離檸論蹉が郷：れは決して
全然襯測の誤差εのみ見て了ふべきでない⊂，トtノミー其の入は天女理論家ミし
て秀でた入であっナこのだから．此の値は．むしろ、其の理論に一一．・致するやう
に多少の無理が入ってみるミ見て好い。一一一一一εもあオし．今此の文のためには圓
軌道の離心率よりも、太陽の凹凹硯直径εして、トレミー一は
　　　　　　　　　　　ll｝一一（3s’20’t－F－3it20’f）・；＝33t20n
’Sいふ値を探用してみたεいふ事のみを三三すれば充分である⊂、
　　トレミー獄後は、第四世紀にカペラ（］MaTt1amls　C自｛x｝Ila）が瓦d場0）覗直ぞ璽を全
二二の600分の一、蜘ち
　　　　　　　　　　　　　　360e　×　一．．一　！一，．　＝＝　3c）t
　　　　　　　　　　　　　　　　　600
ε書き残して居るが、之れは、或る史家の読によれば、紀元前第一世紀の學者
ゾロ（Varro）の著書から抜いtものらしいミのこミである。しからば此のブロ
は．如何にして此の観測値を知ったのだらう？　彼れは著江家SしてはVマに
聞えナこ人ではあるが、決して天文家では無いのだから。
申慢の籔．濁値
　曙黒時代の天丈學が．アラビア人の手から欺洲人の手に肺つた中世の頃．有
名なコペルニク（COPCm二CUs）は其の著書の中に，、新しく地動説を論くε共に．
諸星の軌道の大きさが蓮動法則に可なり改正を加へたがs太陽覗訳無ミしては
　　　　　　　　　地球が近日口占にある時　　3㍗53”
　　　　　　　　　同　　蓮口鮎にある噂　　3P48’ノ
’故に
　　　　　　　　　弓i均の二太陽示見直獲ば　　　32／50”
εなる。
　次いで、観測家ティヒョ（TyCho　Brahの1ま、太陽の覗直狸が一年の間に31～乃
至32’の値をFl復するこεを観測してみる。彼れは徹底した齪測家であって．
軍なる数理論のみに立脚しナこ人で無いだけに、此の齪測困難な太陽0）覗直穿5
しては．蝕り細かい桁まで深メ、りをせすに、ごく大壷の安全な概値をのみ嚢表
したのは、流石に要心深いε感心させられるOt一．．．一一．なんミ言っても此の時代ま
では、総ての天文家が肉眼によって天罷乞錠測しナこ時代である。特に観測の困
難な此の太陽直径を分の桁まで確かめるこεが出割れば．其れ以．Lを要求すろ
のが無理だε言はなければならない。
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／　　　　　　　　　　　　　靭期の墾瀧鏡観測
　　第十七世紀に、望遠鏡が天：文用εして用ゐられるやうになって．観測の精密
　さは急に進歩しナこ。此の望遠鏡の初期1：　．太陽の覗直径を1親嘉した入はフラン
　7．のピカール（1，Plcこ．rd）である。彼れは太陽が、
　　　　　　　　　　近日黙でじ〔　32’4、5”
　　　　　　　　　　蓮目黒占でに　　3it　37”
　の視直径を持ち．一・年中の卒均は蜘ち
　　　　　　　　　　　　　　　　g2’　llti
　であるε襯測したが、之れは角度4「’蘭後の誤差を持つに過ぎないミー一般には
　認められたものであっナこ。
　　ついで、佛國リヨンのム1・ン鯉ouω1Dは太；場の子午線観測から．麗直径が
　一年間に
　　　　　　　　　　　　31’41”5　　カ・ら　　翫y32”
　の間を復凹し．Jtド均は
　　　　　　　　　　　　　　　　32／16”
　であるKSいふ結果に達しナこ。解れは、後に記する嶽値：S比べても分る通り、非
　常に眞に近いものである。
　　　　　　　　　　　　　　イラ夢誕踏シ議ンの問題
　太陽や月の如く、すべて輝やいナこものS大きさは、嗜黒な背景を以って此れ
を見るεき．實際よd）は多少大きく見えるものである。此の現象をイラヂエー一H
ション（lrrrしdiatiOのミい。鰯現象は全く物理學的なものであり、吾入が天艘を
見る場合の批の7iラヂ．z一シヨンの原因は皆肉矯艮の惜造及び物理作用な0）であ
るが．元來些細なものであるか∈，．望遠鏡による天膿観測の時代が來るまでは
全く無用な現象であっナこのである。
　初めてイラヂエーシヨンの現象を天丈學上に重要なものε知つナこのはケプレ
ル（Kepler）であってs彼れは160麺咄版0）「光廓｛｝．｝に此の事を書いてるる。
　次いで。ガリレオ（GalileQ）．デカルト（Descrしr〔cS）、一＝・ウトン（New毛Q11）等；が
之れを論じてみる。
　最：初は皆．2ド常灘測される太陽や月の覗直径ε、日食や月蝕の時に灘測され
る此等の天心の親直島εを比べて、著しい差があるこεに氣が付いナこのであっ
ナこQしかし．實は箪に月の視画品の、タならす、木星や二1二星、其の他、火星．金
星．水星等の覗直訴な汐も皆．望遽鏡で観測する場合に1ま多少のイラヂエーシ
ヨンが影響して．常に此等を大きく見せてみる筈なのである。
　天文翻測史では．1761年及び1769年に金星の太陽面経過を灘lll旺して．ララン
ド（L［tla］　idのは．太陽の税直径のnラヂエーシヨンが六秒乃至七秒であるε月、
228　　　　　太陽の大きさ（山本）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tu－u－“o一一．
た。Eliち、換言すれば，太陽は、7ド常、イラヂエーシヨンのために．本丁の大
きさよりも六，七秒大きい覗直径に見えてみる議・ふ意味になる。此の1761年
及び1769年の金星経過は、世界中の多くの學者たちが各地で観測しナこものであ
るから．箪に観測されナこ結果の報告は頗る多く嚢表されナこ。それ等の材料を用
みて．エンク、Encke）は、太陽の競直脛を研究し．逡に
　　　　　　　　　太陽の’fラヂエーーシヨンは　　2「rg5
であるミいふ結論に達した。
　其の他、ドセジウル（Dc　Seiour）は1775年の金環食：を観1則しfこ結果から、
　　　　　　　　　クソイロー（Clairont）の太陽曜日に［i　　9’ノ
　　　　　　　　　マイヤー（Meyer）の　同　　　　　6’「
のイラエーシヨンが含まれてみるこミを公表し．又．1820年の金環食を観測し
て．ヅルム（WUmユ）は太陽のイラヂエーシヨンが
　　　　　　　　　　　　　　　　3t132
であるε公表しナニ。其の他．1831年にロビンソン（Rd・inso1Dは實験的に・iラヂ
ェーションは
　　　　　　　　　　　　　　　　2，r8
であるミ獲表し、1843年にはルゴリエー一一（Lcve・rriCr）が
　　　　　　　　　　太陽直裡のイラヂエ1シヨン；馨　　3”0呂
ε言表したこごがあるっ
　　　　　　　　　　　　　近代の激陽槻薔餐i齪澗僅
　近代σ）天文曳舟に最も偉大なる観測者の一人C”8　・eセル（Be呂sel）である。彼れ
は太陽の眞の直径（イラヂエ・一シヨンを含まないもの）を
　　　　　　　　　　1919．”576　　　　　翻］ち　　　　　　3玉ノ59．「J576
ε測つナこ。此れはt勿論．皆野に非常に罐威あるものttして用ゐられたが．一
方に於いて、英國の大観三家ハーシェル（w，Hersdlel）は太陽直狸を
　　　　　　　　　　1924ノノ1　　　　　　　翻」ち　　　　　　32’　4．r／1
ε獲表してみる。
　叉、英國グリニチ天文皇の毎日の太陽観測からは
　　　　　　　　　　工921．”82　　　　　　　自Pち　　　　　　3？，　1．”82
なる値が獲表せられ．更に叉、ドaツのフーグ（A．Fuh9）は之れを
　　　　　　　　　　1922．”99　　　　　　　霞IIち　　　　　　32／　2ノノ99
ε干してみる。但し、此等は何れもイラヂエーーシnンを含んでみるもの．師ち
李常。天空に見えてみるまXの太陽の醍直経である。
　最近、學界に最も重きをなすものはアウゴルス（A．Auwers）の研究結果であ
る。アゥズルスは、玉874年及び1882年の金蓋窒の太陽面経遇の時に多くの學者仁
　　　　　　　　　　　　太陽の大きさ（山本）　　　　　229t　ちが．世界の各地で行なった擬粥の報告を用なて．徹底的に太陽の覗直径を研
　平した。そして、イラヂエーシヨンを含まない太陽の覗直径を
　　　　　　　　　　　1919ノ’63　　　　師ち　　　31’59ノノ63
　ε決定した。此の値は0！ノ1以上の誤りは無いも0）ミー般に認められ．從って．
　現今吾入の知ってみる最も正斜なる太陽税直揮εして、世界各車の天冠暦は一
　齊に零れを根本卸値に探帯してみる。
　　　　兜　　　　　　　　　　　　　　　　傷木
　Eラヂエーションについては．各學者の意見が未だ一致しないので．まちま
ちではあるが．
　　　　　佛暦でitイラヂエーション准含んだ太陽直裡か　　3211・ltユ8
　　　　　ドイ）り暦で匡　　　　　　　　　　　　　　　　32　3．0
　　　　　英暦でit　　　　　　　　　　　　　　　　　　32　2，36
を用みてみる。
　上記．アウニビルス研究は1884年1こ爽表されたも0）であるが．もつε最近には
ドイツのグチンケン大學の天文壼での観測から．1905年に．太陽の眞の直輕を
　　　　　　　　　　シ物ン（Schur）教授it　　　1920・”ユ4
　　　　　　　　　　アムプロン（Ambronn）敷授ば　Z9工9．80
ミ畿表しナこ。李均して
　　　　　　　　　　　1920．”0　　公算誤差　士0．”Olう
εなる。
　　　　　　　　　　　　　太陽ば全《の球形か？
　第十八世紀以來、太陽の形献について．二二には可なりの論雫があっナ：。最
初にブゲ・《Bouguer）は観測の結果．太陽の南北直径が赤道直径よりも大きい
Eいふ事を護表し．ラランドも亦之れに賛成して．此の函方向の直狸の差は
2”に達するε嚢表した。其の後、ヴルムは18？7年度のベルリン暦に此の事を
論じ．1809年には．リンデマン（Lindemanmが．グリニチ天文皇で行はれ
ナこ1780年から1786年まで太陽観測の結果を研究して．叉．太陽の南北直径が赤
道直径より大きいこざを嚢表しナこ。しかるに、18年．ビアンキニ（Bianchini）
は之れに反して．赤道直下の方が南北直煙よりも4trも大きいεいふ結果を護表
し．又1871年．Eタリ・一のセキ（A．　Sccchi）ロザ（P．　Rosa）雨下は．ロマεパレ
ルモ爾天文肇での観測結果から、太陽の黒瓢活動に逆比して伸縮攣動ずるε爽
230 太陽の大きさ（山本）
表しナこ。此等いろいろの意見が幽で、學界は可なり迷はされたものであるが、
十九世紀の末、前記アウゴルスの研究により、太陽は事實に於いて殆んS“全く
球形ε見るべく、叉、其の三下二丁は殆ん曹信すべからざるものである’S結論
されるに至った。尤も、アウゴルz自身の研究からも、二二の上では・太場の
南北直径が赤道直径よりも0・”038だけ大きいざいふ結果が出たのであるか、此
の如き些細な差は観測術の現歌から見て．之れを眞のものεするに足らざるも
のであるミアウゴルスは意見を護表してみる。
　第二十世紀になって．：米國0）プーア（C．L，1）oor）」氏は．1860年乃至1874年に
ラサーフオドの観測した結果から研究して。太陽の赤道直径が南北直径よりも
少しく大きく、それが太陽黒鮎ε共に愛動ずるミいふ一論文を嚢表しナこ。しか
し、之れについては、前記アウゴルスの頗る編上ある研究が十九世紀に於いて
ttになされてあるのであり．プーア氏の論：文の示す所も殆んε槻弓術の能力如
何に關する稗度の論議であるものだから．今日は此の種の論文によって學界は
飴りから騒ぎをしなくなつナこ。一一そして．アウゴルスの撒値：に信頼して、
「彫目の天艦翻野里によれば、太陽は殆んさ理想的の球ヲ彰であって、其の大
　きさは年月ミ：共に攣動ずるこE．：は認めない」
こεNなってみる。
：敷腸1球の實の大嚢霧
　地球から太陽を見k揚合0）観直径は．上記の如く，t　1919、”63を最も眞に近い
ミする。つぎに此の同じ距離を満てn太陽から地球を見九場合の覗直径が知り
たいのであるが．挙れは杢く1観測が出來ない。しかし、所謂太陽炉差trいふも
のが．丁度此場合の地球の税直径の雫分になってみるのであるから．其れを跳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ！一環＼
　　　　　艶球　　〆ノ／　　　　鵡
　　　　　　　　］：At　op一一b一“gtaon一一．ttr．ha
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　as’rttza
　　　　　　　　鵜　　　　　　　　嶋
　　　　　　　　4額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸
　　　　　　　　視　　　　　　　　　視　　　　　　　　羨　　　　　＃
所に利用するこごが出來る。．そこで、
界」第57號の第367頁を見よ）．8”807を用ふるご．
（（｛lilliiiii，i：
太陽視差の最逢、正確な値εして．（「天
　　　　　　　：太陽から見すご地球赤1重の覗直裡＝2×（太陽暦ノ1三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　o．　×　tsY　t807
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝17／614
£なる。故に、こNで、地球ミ太陽εの直径を撒量的に比較するこごが出來ゐ
　　　　　　　　　　太陽の大きさ（山本）一一雑報　　　　 231
／t．
　卿ち
　　　　　　　　　　　　鵜離一一鷲壬箸3一職
　故に．太陽は地球の約109倍の直径を持ってるる。
　　しかるに、ヘィフオド（F。Hayford）に肥れば．地球の大きさεして最も精密
　な値は
　　　　　　　　　　　　　地球の赤三首：雫孝篁至＝6378曹388キロ
　であるから、太陽の大きさをキロメートルで言へば、
　　　　　　　　　　　　メく陽の直i輩二10S・98×2×6378．：S89・
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝139027・t
　太陽は郭ち直径百三十九萬キロの大火球である。
　　此の一大火球を肝入は地球上から見て居て．直径が約32’に見えてみるので
　あるから．地球から太陽面上に角度1秒ε見える長さは．實際．εれ程のもの
　であるかミ書ふε
　　　　　　　　　　　　　　　13　9．　0274　　　　　　　　　　　　　　一『1919，6ガニ724・24キ・
　師ち七百キロ．換言すれば、百八十里の長さが角度1秒に常ってみるわけであ
　る。若し．或る日の太陽面に直径5ぴ’の一黒瓢が見えナこεすれば。此の地回の
　直径は3キロであり、叉は．吾が地球の直径の三倍蠣の大きさであるεも言へ
　るわけである。
　　太陽が地球に比して108．98倍の直魯の持ち主である故に、其の表面積は、地
　球よりも
　　　　　　　　　　　　　　（IOttl．9s）：　．．　I　IS77　f“｝，：
　だけ大きいこt7「t意味し．叉．艦積は
　　　　　　　　　　　　　　（los，9s）3　＝　ll．v’4ef　b”o　・fi’；，一
　であるわけである。
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